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大正8年(1919) 東北帝国大学医学部に改称 分科大学を学部と改称 
昭和24年(1949) 東北大学（新制）・同大医学部開設 
仙台での医学教育の変遷（概略） 
1736 元文元年 11月1日 仙台藩明倫養賢堂設置（仙台市北三番丁細横丁に
設置） 
1760 宝暦10年 7月 医学教育開始（別所玄李が医学講師に任命される） 
1761 宝暦11年 3月 医学教育を一般医にも開放（仙台市勾当台に移転す
る） 
1817 文化14年 仙台藩医学校設置（養賢堂から分離） 
1822 文政5年 仙台藩学校蘭科開設（わが国最初の西洋医学講座
を実施） 
1869 明治2年 仙台藩医学校を施薬所と改称 
仙台での医学教育の変遷（１） 




1873 明治6年 3月 共立学舎を共立義塾と改称 
8月 共立義塾を解散し，共立病院附属塾舎として教
育を続ける 




1880 明治13年 宮城病院附属医学校を宮城医学校と改称 
1881 明治14年 宮城医学校を宮城病院附属医学校と改称（県議
会の決議により，再び旧名称に復する） 
1882 明治15年 7月 宮城病院附属医学校を宮城医学校と改称 
宮城病院は宮城医学校附属医院と改称 
仙台での医学教育の変遷（３） 
1887 明治20年 8月 第二高等中学校医学部設置 
1888 明治21年 4月 宮城医学校附属医院は宮城病院と改称 
1890 明治23年 8月 薬学科を設置 
1894 明治27年 6月 第二高等中学校医学部を第二高等学校医学部と
改称 
1901 明治34年 4月1日 仙台医学専門学校設置医学科，薬学科併置（第二
高等学校から医学部が分離独立） 
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1912 明治45年 4月1日 仙台医学専門学校は，包摂されて東北帝国大学医
学専門部となる 












    
    
    
   
   
   
    
  
  
    
  
    
  
   
   
    
 
    
    
    
    
    
    
  
    
    
 




   
 
   
 
    















1918 大正7年 4月26日 東北帝国大学医学専門部廃止 
（医専の医・薬科学生募集停止は大正4年から） 
仙台での医学教育の変遷（６） 
    
    
    
   
   
   
    
  
  
    
  
    
  
   
   
    
 
    
    
    
    
    
    
  
    
    
 




   
 
   
 
    





















 薬物学      鈴木恂（生理学兼任） 
 化学        鈴木省三 
 
宮城医学校 
 薬物学      製薬士 八木長恭 
 
第二高等中学校医学部医学科薬物学担当  
明治２１・９・ ～ ２２・３  天谷千松（京都帝大）生理学兼務 
明治２２・４～２５・５   日高昂（眼科学兼任） 
明治２５・９～３０・３   渡辺文治（眼科学兼任） 
明治３０・４～３４・４   横田鋼太郎（病理学兼任）  
明治３８～４５・４     玉造弥七郎（内科学兼任） 
大正２・１～大正６・４   溝口竜三       
 
第二高等中学校医学部薬学科薬学科科長   













回 会長 所属 
1 (昭和 2年 4月) 林  春雄 東京帝国大学医学部 
2 (昭和 3年 4月) 森島 庫太 京都帝国大学医学部 
3 (昭和 4年 7月) 三輪  誠 北海道帝国大学医学部 
4 (昭和 5年 4月) 長崎仙太郎 大阪帝国大学医学部 


























































































   
東北大学帝国大学医学部薬物学講座 
 
大正４・８・１３～大正５．３．３．２     
                                                     助教授          八木精一 
大正５．３．２～昭和１９．３．３１     
                                                     教授     八木精一 
大正８・１．８～大正９．５．３１     
                                                    助教授   土井利三郎 
大 正１４・１・９～昭和２・６・３０     
                                                助教授   村島泰 
昭和５・７・５～昭和１０・４・８      
                                               助教授     高橋敞 
昭和１４・２・１５～昭和１６・４・１５           
                   助教授     中谷重綱 
                                                                         （岩手医専教授へ） 
昭和１６・４・１６～昭和１９・１・２５ 
                                                     助教授           丹野与三太   
回 開催年月 会 長 所 属 
1 1950年10月 寺坂  源雄 東北大学医学部 
2 1951年 9月 真崎  健夫 北海道大学医学部 
3 1952年 9月 中屋  重綱 岩手医科大学医学部 
4 1953年 9月 角田  幸吉 弘前大学医学部 
5 1954年 9月 田辺  恒義 札幌医科大学  
6 1955年10月 鈴木  武彦 福島県立医科大学 
7 1956年 7月 松田  勝一 新潟大学医学部 
薬理学会北部会会長 
    
    
    
   
   
   
    
  
  
    
  
    
  
   
   
    
 
    
    
    
    
    
    
  
    
    
 




   
 
   
 
    







8 1957年10月 寺坂  源雄 東北大学医学部 
9 1958年 8月 田辺  恒義 北海道大学医学部 
10 1959年 8月 中屋  重綱 岩手医科大学医学部 
11 1960年10月 角田  幸吉 弘前大学医学部  
12 1961年10月 鈴木  武彦 福島県立医科大学 
13 1962年 7月 松田  勝一 新潟大学医学部 
14 1963年 8月 田中   護 札幌医科大学 
15 1964年 7月 橋本  虎六 東北大学医学部 















昭和２０・３．１０～昭和３６年       
                    教授     寺坂源雄 
昭和２２・３．２６～昭和２６年９・３０   
                                                    助教授     山口弘孝 
                                                                         （山口医大教授へ） 
昭和２６・１１・１６～昭和３０・９・１    
                  助教授    石塚一雄 
昭和３２・５・１～昭和３３・７・３１              
                  助教授    高橋考 
寺坂源雄教授 http://webdb3.museum.tohoku.ac.jp/tua-photo/photo-img-
s.php?id=D09-1-50J-034&kw=%BB%FB%BA%E4&mode=0 
16. Uretaneの白血球に及ぼす影響  
上條一也 
東北大學醫學部藥理學教室 
日本薬理学雑誌 46(2): 15 -16 1950 




日本薬理学雑誌 46(2): 17 -18 1950 
1. 淋巴心臟の藥理 蜆蠑及亀淋巴心に對する藥物の反應  
石塚一雄 
東北大學醫學部藥理學教室 





日本薬理学雑誌 46(4): 178 -179 1951 

































































































岩手底学雑誌， 15巻． 4号 l：昭手138年10月J 156-161頁．
J." twate med. Ass. Vol噌 15.No. 4 (Oct. 1963) P. 156-161. 
トネリコ属植物樹皮に関する故八木精一教授の門下生の研究の概説
An Outline of the Students of the Late Prof. S. YAGI 
on the Bark of Fraxinus-plants 
中量重綱 Shigetsuna NAKAYA 
岩手産科大学．薬理学講座 （主任 ：中庭重病教授、
Dept. of Pharmacology, Iwate Med. College, Morioka (Prof. S.NA!¥A'>AJ 
トネリコ属 Fra:tinu.s植物樹皮の薬理学的研 第 l論女から始める．なお，飯田は Fraxinus














を検討した所突は主に r~ lanuginosa Iくoidzu-













綜税：トネり ＝民有産物滋i皮に関する数八木干潟一教授の門下生の研’先の緩設 157 
府内形小業からなる．総状花序をなす1.色小花 述べ， Wessely号事！t.205・という．この物質と問
は春季に咲き，そののち翼を持った笑となる． ーか夜か決定し得ないが．滋似の物である事は
この樹皮は同属の F.ρu.binervisBl. （中屋註 ： 磁突である．彼は彼の得た物質を使宜上Fraxin




エキスで家兎笑験をrった所．不快な中議fiE状 をiP.5JIJし i戸液の Fraxin合盆を比色した所，
を起さない訟ですでに，健康動物で顕著な利尿 9月に最大で1.0%，その後減少し，翌年7月
と温刺発熱動物で解熱とを示した．乾燥樹皮を に段小で0.3%を示Lた．
綿-l}Ji坐滅し10倍量の水を加えて水浴上で10時間 2. ~奪還学的事項． 文献を調べたが F.excel-
(hと略記）凌泣抽出物を酢酸鉛で沈澱し，生 sior Bl.から得た Fraxinについての Zanda 























この性質はすでにF.excelsior Bl.（中昼注 ：gcー は現れなかった．心始動はこの際強く旦裁則的
meine Esche; common European ashの別 であり．人工呼吸により長時間持続した．呼吸
名が Wehmerの本ゃ MerckInd位 の本に見 停止直後；こ坐骨・神経電気刺較は支配筋の強い収
える〉から遊雛された Fraxinと大体一致する 総を起し待た．皮下投与最小致死金f主lOg/kg
























































































xinの59-81. 平均73%が発見された.Fraxin uて． Fraxinが著切な利尿作用を有する事は
を係自l回O.Sg/kg宛2週間静注した場合にも． 前に述べた.Fraxinは血圧を上昇する故．この
尿中に結も蛋白も Hbも見られなかった． 作用も利尿に関与する釈である，；：， 上昇度1主少
6.唾液及び胆i十分泌． ウレタ γ麻酔家兎で 丸、から大きな意義はない様である． しかるに尿
腿管と顎下線とにカニューレを挿入し.1-2% 盆増加の初期には血液の水分合盈が増加してい
Fraxin液 5-lOccを静注した所，唾液は盆が たから， Fraxin l主総織に作用して水分苦ピ邸中
不変であり，f安光を示さなかった．組汁j;:！主尿 Eこ誘出させるに違いない．まずこ後期には尿1設が
盆治加中は減少し，矛lj尿が終った時に回復し なお榊加を継続するにかかわらず血液の氷分合
た．胆汁には鐙光が Fraxin投与後4hの間忽 重量が千年通俗よ りも減少するのは， Fraxinが努
められた．この Fraxin総量は投与Fraxinの に作用して尿酸排首止を促進するための様であ
2%に当る． り． 摘出湾流腎でもこれをIDE明し得た． 故に















用について． 家兎iこ Fraxin 令与えればキノ






































でに Salm骨 Horstmar(1856). Stokes (1858), 
Rochleder(1859）も用いている．また Wessely
毒事 (1929) t. F. excelsio1・ 131. Et.び A escul us 











































mar inで Fp228.；なお Esculinは Esculetin-
6-glucosideであ＇）. 205・で分解する.pH5.8以
上で青色祭光を放っ.Esculetin；土6,7・ジオ






日da.G.: Tohoku J. Exp. Med. 25. 454-470. 471-475 (1935）.ー ー Ibid. 26. 1-8 (1935）.ー ーー
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海外活動としては， 昭和唾7年 4月 IUPHARへの日本薬理学会代表，昭和47
年 5月ドイツ薬理学会名誉会員，同 5月イギリス薬理学会正会員に推挙され，両
学会と本学会との交流に尽力された．さらに，東南アジア・西太平洋地域の薬理
学振興の必要性を痛感され，?vi.J, Rand教授乙東南アジア・商太平洋地域薬理
学者の集いを結成し， 1976年第 l回目の会合をシソガポールで開催された．以
来，この集いの発展に尽力され今日の隆盛を見ているる
ご専門は循環器系の薬理学であるが，それまで，冷血動物の心臓に頴っていた
研究からの脱却のために，ハーパード大学の O.Kraγer教授の門を叩き，イ ヌ
心肺標本の技術を学ぽれたが，こニれに飽き足らず，東北大学に魁佳されると．イ
ヌの摘出心臓の各所を栄養動脈から血液で漉流するイヌ摘出血液瀧流乳顕筋 ・洞
房結節・房室結節標本を開発され，これらの標本を中心に，ご退官まで約 150編
の英文自著論文を発表された．この標本は現在でも橋本の標本として世界中から
高く静価されている．先生の強烈ながらも慈愛に満ちたお人柄に窓かれ，学内 ・
学外から俊英が集まり，門下生より，平則夫，千葉茂俊，橋本敬太郎，佐藤進，
遠藤政央，中山賀－.飯島俊彦の薬理学教授を始め多くの人材が輩出した．
このような橋本先生のご偉業を称え，ご冥福をお祈り申し上げる．
く平則夫記〉
